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軍
部
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
で

揺
れ
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
２
０
１

１
年
に
民
主
化
さ
れ
、
昨
年

の
選
挙
で
ス
ー
・
チ
ー
氏
が

率
い
る
国
民
民
主
連
盟
が
圧

勝
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
同

国
で
は
、
民
主
化
運
動
へ
の

弾
圧
や
虐
殺
、
デ
モ
主
導
者

へ
の
逮
捕
・
拷
問
が
続
い
て

い
る
。
国
際
社
会
で
は
非
難

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
市
民
の
反
応
は
薄

い
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、

同
国
の
歴
史
と
日
本
は
切
り

離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
「
親
日
」

と
言
わ
れ
る
。
英
国
か
ら
の

独
立
闘
争
を
旧
日
本
軍
が
支

援
し
た
こ
と
が
要
因
だ
が
、

そ
の
裏
で
は
日
本
の
支
配
に

対
し
て
抗
日
闘
争
が
巻
き
起

こ
っ
た
。
戦
後
も
日
本
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
多
く
が
軍
部
に
流
れ

た
と
い
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

民
衆
を
翻
弄
さ
せ
た
歴
史
の

一
端
に
日
本
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

代
表
選
手
が
帰
国
を
拒
否

し
、
日
本
に
難
民
申
請
す
る

意
向
を
表
明
し
た
。
国
内
外

で
命
を
か
け
た
た
た
か
い
が

続
く
。〝
彼
の
国
〞
の
出
来

事
と
し
て
終
わ
ら
せ
ず
、
国

際
的
な
支
援
を
望
む
声
に
応

え
た
い
。 

（
Ｙ
）

第８回日常診療経験交流会　７月11日、ドーンセンター第８回日常診療経験交流会　７月11日、ドーンセンター

感
染
症
と
こ
れ
か
ら

期
待
さ
れ
る
未
来
社
会

声
上
げ
医
療
崩
壊
止
め
よ
う

山
極
壽
一
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長
）

本
田
宏
氏
（
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
）
が
講
演

保険でよい歯科
大 阪 連 絡 会

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
対
応

実
践
交
流
・
記
念
講
演

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
は
、
市
民
公
開

講
演
会
を
６
月
12
日
に
開
い

た
。「
大
阪
医
療
崩
壊
の
根

本
原
因
と
再
生
の
処
方
せ

ん
」
と
の
テ
ー
マ
で
外
科
医

の
本
田
宏
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

医
療
制
度
研
究
会
副
理
事

長
、
写
真
）
が
話
し
た
。
講

師
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な
ぐ
サ
テ

ラ
イ
ト
形
式
で
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ

ー
ル
で
は
24
人
が
受
講
し
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
は
45
カ
所
と
接

続
。70
人
以
上
が
視
聴
し
た
。

　

本
田
氏
は
、
大
阪
の
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
の
死
者
数
が
全

国
最
多
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、「
感
染
者
数
１

位
の
東
京
よ
り
、
な
ぜ
大
阪

の
死
者
数
は
多
い
の
か
」
と

問
題
提
起
。
大
阪
の
医
療
提

供
体
制
が
ひ
っ
迫
し
た
背
景

に
、
府
立
病
院
の
独
立
行
政

法
人
化
や
維
新
府
政
の
「
財

政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ

る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の

補
助
金
の
廃
止
な
ど
が
あ
る

と
述
べ
、「
政
治
と
命
は
直
結

し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
正
し

く
〝
診
断
〞
す
る
に
は
、
▽

物
事
の
全
体
像
を
把
握
す
る

▽
世
界
と
の
差
を
比
べ
る
▽

歴
史
を
検
証
す
る
―
―
こ
と

が
必
要
と
し
た
同
氏
は
、
医

療
費
抑
制
政
策
の
下
で
病
床

も
医
師
数
も
削
減
さ
れ
て
き

た
と
説
明
。
他
の
先
進
国
と

比
べ
て
医
師
も
看
護
師
も
圧

倒
的
に
少
な
い
実
態
や
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
ベ
ッ
ド
の
不
足
に
つ
い

て
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
環
境
保
全
活

動
家
の
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏

の
「
い
い
人
が
黙
る
か
ら
と

ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く
」

と
の
言
葉
を
引
用
し
、
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
政
治
を
変
え
る

た
め
に
声
を
上
げ
る
必
要
性

を
強
調
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
高

校
生
も
デ
モ
に
参
加
し
て
い

る
と
紹
介
し
、
「
日
本
で
も

民
主
党
に
政
権
交
代
し
た
２

０
０
９
年
の
総
選
挙
で
は
多

く
の
国
民
が
声
を
上
げ
、
投

票
率
は
７
割
に
迫
っ
た
。
時

代
を
変
え
る
の
は
国
民
だ
」

と
訴
え
、
医
療
崩
壊
を
食
い

止
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

◇

　

講
演
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
公
開
中
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ

い
。

児
口
唇
閉
鎖
力
検
査
、
コ
ロ

ナ
禍
の
在
宅
歯
科
医
療
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

【第３分科会「日常診療における工夫と実践（歯科）」】
３－１　部分床義歯の調整法を考察してみた（９：40～10：00） 
 東大阪市／西川歯科医院　西川　眞二
３－２ 　問診にこだわる（解釈モデルの応用）－「じつはネ」から始まる患者の世界－

（10：00～10：20） 吹田市／フクハラ歯科医院　福原　稔
３－３　小児口唇閉鎖力検査方法とその評価・指導について（10：20～10：40） 
 堺市／畑﨑歯科医院　畑﨑　清孝
３－４　認知症に対して、最初の一歩（10：40～11：00） 
 堺市／坂口歯科診療所　坂口　勝
３－５　オーラルディスキネジアの方へ義歯治療～６年経過～（11：00～11：20） 
 東大阪市／医療法人大谷歯科　大谷　学
３－６　コロナ禍における在宅歯科医療とICTのソフトな利活用（11：20～11：40） 
 　　　　中央区／医療法人林歯科医院　林　宏和
３－７　下顎骨髄炎にCGFを用いて治癒した症例（11：40～12：00） 
 八尾市／やべ歯科クリニック　矢部　あづさ
【第４分科会「その他（自由演題）」】
４－６　地域で感染症の方々と共に（11：20～11：40） 
 西成区／わたなべ往診歯科　渡邉　充春

　

日
常
診
の
テ
ー
マ
は
「
そ

の
と
き
医
療
者
は
〜
感
染
症

と
災
害
に
ど
う
向
き
合
う

か
」
で
、
医
科
歯
科
共
催
は

４
年
ぶ
り
。
午
前
の
分
科
会

で
は
、
歯
科
の
会
員
か
ら

「
日
常
診
療
に
お
け
る
工
夫

と
実
践
」
に
７
演
題
、「
自

由
演
題
」
に
１
演
題
の
応
募

が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
部
分

症
義
歯
の
調
整
や
問
診
、
小

　

大
阪
府
保
険
医
協
会
と
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
が
７

月
11
日
に
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
く

「
第
８
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
」
の
分
科
会
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
固
ま
っ
た
。
歯
科
に
関
す
る
も
の
は
８
演
題

で
、
開
業
医
が
多
彩
な
テ
ー
マ
で
報
告
す
る
（
左
表
）。

コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参
加
に
も
対
応
す

る
。
各
開
業
医
の
日
頃
の
実
践
や
研
究
活
動
に
つ
い
て
交

流
し
、
意
見
交
換
す
る
貴
重
な
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
協

会
は
多
く
の
会
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

午
後
の
記
念
講
演
で
は
、

山
極
壽
一
氏
（
総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
所
長
）
が
「
感

染
症
と
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ

る
未
来
社
会
」
、
河
田
惠
昭

氏
（
関
西
大
学
社
会
安
全
学

部
特
別
任
命
教
授
）
が
「
大

阪
の
災
害
を
考
え
る
〜
医
療

機
関
は
ど
う
備
え
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
記
念
講
演
の
み

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
対
象
と
し
て

い
た
が
、
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
適
用
を
踏
ま
え
、

分
科
会
に
つ
い
て
も
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
対
応
す
る
。
た
だ
し
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
の
場
合
、
講
師
へ

の
質
問
は
で
き
な
い
。
参
加

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま

た
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
。

な
い
だ
ろ
う
。
い
の
ち
と
い

の
ち
の
つ
な
が
り
を
尊
重
し

な
が
ら
新
た
な
社
会
を
作
る

に
は
、
科
学
技
術
に
過
度
に

依
存
す
る
暮
ら
し
を
改
め
、

自
然
の
諸
力
を
利
用
し
て
環

境
を
整
え
る
考
え
方
が
必
要

に
な
る
。

　

実
は
日
本
に
は
昔
か
ら
そ

う
い
っ
た
考
え
方
に
基
づ
く

自
然
観
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
迎
え
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

は
西
洋
由
来
の
科
学
主
義
だ

け
で
は
な
く
、
西
田
哲
学
や

今
西
自
然
学
に
反
映
さ
れ
て

い
る
東
洋
の
思
想
が
必
要
だ

と
思
う
。
未
来
に
予
想
さ
れ

る
遊
動
社
会
の
到
来
と
と
も

に
、
そ
の
思
想
の
織
り
込
み

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

（
河
田
惠
昭
氏
の
抄
録
は
５

月
25
日
付
に
掲
載
）

―
19
と
感
染
源
や
感
染
経
路

が
似
て
い
る
が
、
致
死
率
が

高
い
た
め
に
世
界
中
に
広
が

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん

延
し
て
い
っ
た
過
程
を
見
る

と
、
そ
れ
は
森
林
伐
採
と
現

金
経
済
の
浸
透
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
エ
ボ

ラ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
は
発
生
か
ら
30
年
以
上

た
っ
て
や
っ
と
最
近
開
発
さ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
し
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
至
っ
て
は
40
年
も
た
っ

た
の
に
ま
だ
ワ
ク
チ
ン
は
で

き
て
い
な
い
。

　

今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
開
発
が

こ
れ
ほ
ど
早
く
進
ん
だ
の
は

奇
跡
と
言
っ
て
も
い
い
。
た

だ
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
同
じ
よ

う
に
対
処
で
き
る
わ
け
で
は

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
っ

て
や
っ
と
長
い
ト
ン
ネ
ル
の

先
に
光
が
見
え
始
め
た
が
、

こ
れ
は
終
わ
り
で
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
到
来
す
る
こ
と

を
予
想
し
て
、
そ
の
対
処
の

方
法
を
考
え
て
暮
ら
し
を
デ

ザ
イ
ン
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
私
が
長
年

実
施
し
て
き
た
ゴ
リ
ラ
の
研

究
が
少
し
は
お
役
に
立
て
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

私
は
ア
フ
リ
カ
で
ゴ
リ
ラ

の
調
査
を
し
な
が
ら
エ
ボ
ラ

出
血
熱
に
出
会
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

直通電話のご案内
　レセプト・個別指導のご相談
や年金・休業保障のお問い合わ
せは直通番号をご利用ください。

◇レセプト請求、個別指導 
　06‒6568‒7467
◇年金、休業保障、労働保険 
　06‒6568‒7438
◇入会、登録情報の変更 
　06‒6568‒7731

（代表）

　1989年度から自主的生涯研修制度をスタ

ートさせた。学術臨床、社保、税務、従業

員管理などこれまでの研修会の実績に基づ

き、いっそう系統的、総合的に実施するこ

とをめざしたもの。

１
９
８
９
年
生
涯
研
修
講
座
を
開
始

写
真
で
見
る

写
真
で
見
る  

協
会
創
立

協
会
創
立
5050
周
年
周
年

歯科医師・スタッフの
求人募集は協会ＨＰへ

お問い合わせ：協会新聞部
Tel 06－6568－7731

分科会　多彩に８演題

記念講演・抄録

申し込みは
こちらから


